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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の電子回路部品に接続されるケーブルと、
　前記ケーブルと前記電子回路部品との接続部近傍で前記ケーブルを固定する固定部材と
して前記ケーブルの外皮を緊縛固定する糸状の固定部材と、
　を有し、
　前記ケーブルの前記外皮には、前記糸状の固定部材が前記外皮を緊縛固定する外周上の
領域の一部を切り欠いた開口部が形成され、
　前記糸状の固定部材の一部が前記開口部に落ち込んで前記外皮と前記開口部から露出す
る前記ケーブルの構成物とを固定している
　ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記糸状の固定部材を固定する固定部が前記開口部内に形成されていることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記開口部は、前記外周上の領域に均等間隔で複数形成されていることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記糸状の固定部材は、前記外皮に複数回巻かれ、この複数回巻かれた前記糸状の固定
部材の少なくとも一部が前記開口部に落ち込んでいることを特徴とする請求項１に記載の
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内視鏡装置。
【請求項５】
　前記外皮の前記開口部から露出する前記構成物は、金属部材であることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記糸状の固定部材を導電性の部材で形成し、前記開口部に落ち込んで前記金属部材と
電気的に接続される前記糸状の固定部材の一部を、前記内視鏡の導電性の枠体と電気的に
接続することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記開口部は、レーザー照射によって前記外皮を除去することによって形成されること
を特徴とする請求項５に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記ケーブルは、少なくとも前記糸状の固定部材を覆う保護チューブで覆われているこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　前記電子回路部品は、前記内視鏡の映像信号処理回路が実装された基板であることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記電子回路部品は、前記内視鏡の操作部に配設されたスイッチであることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項１１】
　前記電子回路部品は、前記内視鏡を前記内視鏡装置の他の装置に接続する電気コネクタ
であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項１２】
　前記電気コネクタの複数の接点を有するコネクタ基板に、前記糸状の固定部材を介して
前記ケーブルを固定することを特徴とする請求項１１に記載の内視鏡装置。
【請求項１３】
　内視鏡の電子回路部品に接続されるケーブルと、
　前記ケーブルと前記電子回路部品との接続部近傍で前記ケーブルの外皮に係止される係
止部材と、
　を有し、
　前記ケーブルの前記外皮には、外周上の領域の一部を切り欠いた開口部が形成され、
　前記係止部材の一部が前記開口部に落ち込んで前記外皮と前記開口部から露出する前記
ケーブルの構成物とを係止している
　ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項１４】
　前記外皮の前記開口部から露出する前記構成物は、金属部材であることを特徴とする請
求項１３に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の電子回路部品や基板に接続されるケーブルの接続部近傍において、
ケーブルの構成物と構成物に被覆された外皮とを固定する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、工業用や医療用の分野で広く用いられている。特に、細長の挿入部先端に撮
像部を有する内視鏡では、例えば医療用であれば挿入部を体腔内に挿入することにより、
体腔内の被検部位を撮像した像をモニタにて観察することができる。
【０００３】
　内視鏡の挿入部先端に配設される撮像部は、ＣＣＤ，ＣＭＯＳ等の固体撮像素子に回路
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基板を接続したユニットとして構成されており、回路基板に接続されるケーブルを介して
、電源信号や駆動信号等が後段の信号処理部から供給されると共に、被写体を撮像した出
力信号が後段の信号処理部に伝送される。この内視鏡においては、挿入部の屈曲動作によ
ってケーブルが基端方向に引っ張られると、ケーブルの構成物に対して外皮が基端側に後
退して構成物が露出し、基板との接続部の接触不良やリード線の断線が発生する虞がある
ため、電子回路部品や基板との接続部近傍でケーブルの構成物と構成物に被覆された外皮
とを固定する必要がある。
【０００４】
　このため、例えば、日本国特開平１０－３３４７４号公報には、外皮によって被覆され
た信号線をフレキシブル基板に半田付けして接続した後、外皮ごと一括してフレキシブル
基板の延設部に設けられた切欠部に糸によって縛りつけて糸巻き固定部を形成し、延設部
と信号線の外皮を固定する技術が開示されている。フレキシブル基板は、信号線の半田付
け部及び糸巻き固定部を含めて全体的に接着剤が塗布された状態で熱収縮チューブによっ
て覆われる。
【０００５】
　しかしながら、日本国特開平１０－３３４７４号公報に開示されるような従来の糸巻き
による固定構造では、糸巻き固定部によってケーブル周辺が太径化するばかりでなく、ケ
ーブルの屈曲や捩り、煽り等の負荷により、外皮と外皮下層の構成物との間に滑りが生じ
て糸巻き固定部の位置が製品出荷時の初期位置からずれてしまい、ケーブルの固定機能が
低下する虞がある。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、内視鏡の電子回路部品に接続されるケーブ
ルの接続部近傍において、ケーブルの構成物と構成物に被覆された外皮とを固定する固定
部材による太径化を抑制するとともに、固定部材のずれによる固定機能の低下を防止する
ことのできる内視鏡装置を提供することを目的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様による内視鏡装置は、内視鏡の電子回路部品に接続されるケーブルと、
前記ケーブルと前記電子回路部品との接続部近傍で前記ケーブルを固定する固定部材とし
て前記ケーブルの外皮を緊縛固定する糸状の固定部材と、を有し、前記ケーブルの前記外
皮には、前記糸状の固定部材が前記外皮を緊縛固定する外周上の領域の一部を切り欠いた
開口部が形成され、前記糸状の固定部材の一部が前記開口部に落ち込んで前記外皮と前記
開口部から露出する前記ケーブルの構成物とを固定している。
【０００８】
　また、本発明の他の態様による内視鏡装置は、内視鏡の電子回路部品に接続されるケー
ブルと、前記ケーブルと前記電子回路部品との接続部近傍で前記ケーブルの外皮に係止さ
れる係止部材と、を有し、前記ケーブルの前記外皮には、外周上の領域の一部を切り欠い
た開口部が形成され、前記係止部材の一部が前記開口部に落ち込んで前記外皮と前記開口
部から露出する前記ケーブルの構成物とを係止している。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の第１形態に係り、内視鏡装置の全体構成図
【図２】同上、内視鏡の先端部の構成を示す説明図
【図３】同上、ケーブルの構成を示す説明図
【図４】同上、回路基板に接続されるケーブルの端部の固定構造を示す拡大図
【図５】同上、図４のＡ１－Ａ１線断面図
【図６】同上、ケーブル端部の他の固定構造を示す説明図
【図７】同上、図６のＡ２－Ａ２線断面図
【図８】同上、ケーブル端部の更に他の固定構造を示す説明図
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【図９】同上、ケーブルの他の構成例１を示す説明図
【図１０】同上、ケーブルの他の構成例２を示す説明図
【図１１】同上、ケーブルの他の構成例３を示す説明図
【図１２】同上、ケーブルの他の構成例４を示す説明図
【図１３】本発明の実施の第２形態に係り、スイッチユニットの正面図
【図１４】同上、スイッチユニットに接続されるケーブルの端部の固定構造を示す説明図
【図１５】同上、図１４のＢ１－Ｂ１線断面図
【図１６】同上、スイッチユニットに接続されるケーブルの端部の他の固定構造を示す説
明図
【図１７】図上、図１６のＢ２－Ｂ２線断面図
【図１８】本発明の実施の第３形態に係り、電気コネクタに接続されるケーブルの端部の
固定構造を示す説明図
【図１９】同上、図１８のＣ１－Ｃ１線断面図
【図２０】同上、電気コネクタに接続されるケーブルの端部の他の固定構造を示す説明図
【図２１】同上、図２０のＣ２－Ｃ２線断面図
【図２２】同上、電気コネクタに接続されるケーブルの端部の更に他の固定構造を示す説
明図
【図２３】同上、図２２のＣ３－Ｃ３線断面図
【図２４】本発明の実施の第４形態に係り、電気コネクタに接続されるケーブルの端部の
固定構造を示す説明図
【図２５】同上、図２４のＣ４－Ｃ４線断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１１】
（第１形態）
　図１は、内視鏡２を中心として構成される内視鏡装置１を示している。本実施の形態に
おいては、内視鏡装置１は、内視鏡２と、内視鏡２に照明光を供給する光源装置３と、内
視鏡２に搭載された撮像ユニットに対する信号処理を行う信号処理装置としてのビデオプ
ロセッサ４と、内視鏡画像を表示する表示装置としてのカラーモニタ５と、を備えて構成
されている。
【００１２】
　内視鏡２は、被検体内に挿入される細長の挿入部６と、この挿入部６の基端に設けられ
た操作部７と、この操作部７から延出されたユニバーサルコード８と、このユニバーサル
コード８の端部に設けられた内視鏡コネクタ９と、を有する。内視鏡コネクタ９は、光源
装置３に着脱自在に接続されることにより、光源装置３から照明光が内視鏡２内の図示し
ないライトガイドに供給される。また、内視鏡コネクタ９には接続ケーブル１０の一端が
接続され、この接続ケーブル１０の他端に設けられた電気コネクタ１０ａが、ビデオプロ
セッサ４に着脱自在に接続される。ビデオプロセッサ４は、図示しない映像ケーブルを介
してカラーモニタ５と接続される。
【００１３】
　内視鏡２の挿入部６は、先端に設けられた硬質の先端部１１と、この先端部１１の後端
に設けられた湾曲自在の湾曲部１２と、湾曲部１２の後端から操作部７の前端まで延びる
可撓性を有する可撓管部１３と、を備えて構成されている。
【００１４】
　先端部１１の先端面には、観察窓１５と、複数の照明窓１６（図１では１つのみ示す）
と、処置具チャンネル（図示せず）の先端開口１７ａと、図示しない洗浄用ノズルが設け
られている。観察窓１５の内側（背面側）には、図２に示すように先端部１１内に設けた
撮像ユニット３０が配設されている。
【００１５】
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　また、照明窓１６には照明レンズが取り付けられ、この照明レンズには光源装置３から
の照明光を伝送するためのライトガイドが連設されている（何れも図示せず）。このライ
トガイドにより伝送された照明光は、照明レンズを介して先端面の前方側に出射され、こ
れにより、撮像ユニット３０による視野範囲となる被検体内の観察対象部位が照明される
。
【００１６】
　操作部７には、挿入部６の基端が延出される部分に対する折れ止め部１８ａと、下部側
の側部に配設される処置具挿入口１８ｂと、中途部に設けられたグリップ部を構成する操
作部本体１８ｃと、上部側に設けられた２つの湾曲操作ノブ１９ａ，１９ｂからなる湾曲
操作部１９と、送気送水制御部２１と、吸引制御部２２と、複数のスイッチから構成され
た主に撮像機能を操作するスイッチ部２３と、が設けられている。
【００１７】
　尚、操作部７の処置具挿入口１８ｂは、その内部において、挿入部６内に挿通された処
置具チャンネルと連通し、先端部１１の先端開口１７ａにおいて開口している。
【００１８】
　次に、内視鏡２の先端部１１内に配置される撮像ユニット３０について、図２に基づい
て説明する。
【００１９】
　撮像ユニット３０は、先端部１１を形成する硬質な先端硬性部材に嵌挿されて配置され
、側面方向からビス等により先端硬性部材に固定されている。撮像ユニット３０は、観察
窓１５を含む対物光学系を構成する観察光学系ユニット３１と、この観察光学系ユニット
３１の後端側に連設された撮像素子ユニット４０と、を有して構成されている。
【００２０】
　観察光学系ユニット３１は、本実施の形態においては、レンズを保持するレンズ枠３２
と、このレンズ枠３２に保持されている複数の固定レンズからなるレンズ群３３と、を有
して構成されている。レンズ枠３２は、略円筒形状に形成され、この円筒形状の内部の先
端側に、観察窓１５を形成する第１レンズ３３ａが配設されている。レンズ群３３は、第
１レンズ３３ａの後方に、第２レンズ３３ｂ、第３レンズ３３ｃ、第４レンズ３３ｄ、第
５レンズ３３ｅが光軸Ｏに沿って順に配置されて構成され、各レンズがレンズ枠３２に接
着剤等で固定されている。
【００２１】
　尚、第１レンズ３３ａの後方、第２レンズ３３ｂの後方には、それぞれ、絞り３４，３
５が配設されている。また、第３レンズ３３ｃと第４レンズ３３ｄとは、スペーサ３６を
介して配置されている。
【００２２】
　以上の観察光学系ユニット３１は、撮像素子ユニット４０に結合されており、レンズ群
３３を介して入射する入射光が撮像素子ユニット４０のＣＣＤ，ＣＭＯＳ等からなる固体
撮像素子チップ４２の受光面（撮像面）で結像する。そして、固体撮像素子チップ４２で
被写体の光学像が光電変換され、光電変換された撮像信号がケーブル７０を介して後段の
信号処理回路に伝送される。
【００２３】
　撮像素子ユニット４０は、固体撮像素子チップ４２を保持する略円筒形状の撮像素子保
持枠４１を有しており、この撮像素子保持枠４１の先端側内径部に、観察光学系ユニット
３１のレンズ枠３２の基端側を挿入して嵌合し、互いに気密接合することで観察光学系ユ
ニット３１と撮像素子ユニット４０とが結合される。
【００２４】
　固体撮像素子チップ４２の撮像面４２ａ側には、撮像面保護用のガラスリッド４３が接
着剤等により固定されている。さらに、ガラスリッド４３に位置決め用のカバーガラス４
４が接着剤等により固定され、このカバーガラス４４が撮像素子保持枠４１の基端側内径
部に嵌合されて接着剤等により固定されている。
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【００２５】
　また、固体撮像素子チップ４２には、フレキシブル基板やリジット基板等からなる回路
基板５０が電気的に接続されている。回路基板５０は、各種集積回路、コンデンサ、抵抗
、トランジスタ等の複数の電子部品５１によって形成される映像信号処理回路を実装した
基板である。
【００２６】
　この回路基板５０は、固体撮像素子チップ４２の背面側（撮像面４２ａの裏面側）に配
置されており、ケーブル７０から引き出された複数のリード線８０が電子回路部品として
の回路基板５０と電気的に接続されている。ケーブル７０は、内視鏡２の内部に挿通配置
され、電気コネクタ１０ａを介してビデオプロセッサ４と電気的に接続される。
【００２７】
　尚、撮像素子保持枠４１の基端外周部には円筒状の補強枠４５が連設され、この補強枠
４５の外周に、ケーブル７０の先端側までを被覆する保護チューブとしての熱収縮チュー
ブ４６が設けられている。また、撮像素子保持枠４１の基端部分から補強枠４５及び熱収
縮チューブ４６にて形成される空間内には、固体撮像素子チップ４２の保持及び保護のた
めの絶縁性の封止樹脂等の保護剤が充填されている。
【００２８】
　ケーブル７０は、本実施の形態においては、図３に示すように、絶縁性の樹脂材等で形
成される被覆である外皮７１内に、複数のリード線８０を配設した多芯ケーブルである。
詳細には、外皮７１内の構成物として、外皮７１の下層に複数本の金属素線を撚り合せて
形成したシールド層７２が配置され、シールド層７２によって覆われる誘電体等からなる
シース７３によって複数のリード線８０が保持されている。
【００２９】
　各リード線８０は、導体芯線８１を絶縁体８２で覆い、さらに絶縁体８２の周囲を複数
本の金属素線を網状に撚り合せて形成したシールド層８３で覆い、最後に絶縁体のシース
８４で被覆した同軸線である。尚、図３においては、導体芯線８１を、複数本の金属素線
で構成しているが、導体芯線８１を単線で構成した同軸線であっても良い。
【００３０】
　このケーブル７０の回路基板５０への接続に際しては、ケーブル７０の先端側で外皮７
１を切断してシールド層７２を露出させ、更に、シース７３から複数のリード線８０を延
出させて導体芯線８１を露出させておく。また、ケーブル７０の外皮７１に対しては、ケ
ーブル７０の屈曲や捩り、煽り等の負荷によって外皮７１がケーブル端部からずれないよ
うに、外皮７１の端部側を緊縛する処理が行われる。
【００３１】
　具体的には、図２に示すように、ケーブル７０の端部に露出されたシールド層７２にジ
ャンパ線８５の一端を巻き付けて半田付けや導電性の接着剤等によって固定し、ジャンパ
線８５の他端を、導電性の枠体としての補強枠４５に半田付けや導電性の接着剤等で固定
する。すなわち、シールド層７２と補強枠４５とをジャンパ線８５で電気的に接続してシ
ールド層７２をグランド電位とした上で、複数のリード線８０の導体芯線８１を、回路基
板５０の所定のランドに半田付けによって接続し、ケーブル７０と回路基板５０との電気
的な接続を確立する。
【００３２】
　また、ケーブル７０の外皮７１は、回路基板５０との接続部近傍でケーブル７０を固定
する固定部材としての結束糸８６により、外皮７１が緊縛されている。結束糸８６は、金
属線やテグス糸等からなる糸状の固定部材であり、この糸状の固定部材としての結束糸８
６による外皮７１の固定は、外皮７１の端部から所定の位置に設けられたスリット状の開
口部７５で行われる。
【００３３】
　開口部７５は、外皮７１の端部から所定の間隔を空けた位置で外周上の領域の複数箇所
に設けられた所定幅のスリット状の切り欠きであり、このスリット状の開口部７５からシ
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ールド層７２が露出されている。本実施の形態においては、図４及び図５に示すように、
開口部７５は、外皮７１の外周上に均等間隔で複数形成され、具体的には、互いに対向す
る２箇所の位置に形成されている。
【００３４】
　これに対して、結束糸８６は、開口部７５の位置で外皮７１に巻き付けられ、複数回の
巻回部分のうち、少なくとも１回の巻回部分が外皮７１の外表面から下層のシールド層７
２上に落とし込まれる。そして、結束糸８６を結んで固定する固定部８６ａが開口部７５
のシールド層７２上に位置するように緊縛された後、少なくとも結束糸８６を覆うように
熱収縮チューブ４６で被覆され、外皮７１とシールド層７２によって覆われるシース７３
及び複数のリード線８０が確実に固定される。
【００３５】
　このように、本実施の形態においては、ケーブル７０を回路基板５０に接続する際に、
ケーブル端部の固定構造として、ケーブル７０の外皮７１の外周上に部分的に設けた開口
部７５に結束糸８６を落とし込んで固定する構造としている。これにより、従来のように
結束糸８６を全て外皮７１上で縛る場合に比較して、固定部８６ａの径方向の突出量を小
さくして太径化を抑制し、また、固定部８６ａが外皮７１上でずれて緊縛の機能が低下す
ることを防止することができる。
【００３６】
　しかも、外皮７１の端部と固定部８６ａとの位置がばらつくことなく一定とすることが
でき、回路基板５０との接続に際して硬質化されるケーブル端から固定部８６までの長さ
を安定性を損なうことなく短縮することが可能となる。
【００３７】
　この場合、結束糸８６として金属線等の導電性の糸を用い、この結束糸８６をジャンパ
線８５と電気的に接続するようにしても良く、或いは結束糸８６自体を延長してジャンパ
線８５として用いるようにしても良い。
【００３８】
　すなわち、図４及び図５においては、結束糸８６による糸巻きの結び目として固定部８
６ａを形成する例を示したが、図６及び図７に示すように、開口部７５で露出する金属部
材としてのシールド層７２に結束糸８６を半田付けや導電性の接着剤等で固定することで
、固定部８６ｂを形成するようにしても良い。
【００３９】
　このような固定部８６ｂでは、シールド層７２と結束糸８６とを電気的に接続した状態
で、結束糸８６にジャンパ線８５を接続する。或いは、開口部７５でシールド層７２と電
気的に接続した結束糸８６を延出し、この結束糸８６の先端を補強枠４５と電気的に接続
することで、結束糸８６をジャンパ線８５として兼用することも可能である。
【００４０】
　これにより、固定部８６ｂの径方向の突出量をより小さくすることが可能となる。また
、ジャンパ線８５を接続するためのシールド層７２を外皮７１の端部から露出させる必要
がなくなり、ケーブル端の硬質長をより短縮することができる。
【００４１】
　尚、図６及び図７に示す固定構造は、結束糸８６が非導電性であっても適用することが
可能であり、その場合には、ジャンパ線８５を開口部７５の位置でシールド層７２に電気
的に接続する。
【００４２】
　ここで、外皮７１の端部切断、開口部７５の形成、シールド層７２に対する処理等のケ
ーブル端末の各種処理は、レーザー装置を用いて行うことができる。例えば、ケーブル７
０の外皮７１は、レーザー照射により、シールド層７２上の所定位置で溶断して除去する
ことができる。また、開口部７５は、レーザー照射により、外皮７１をシールド層７２上
で所定の形状に除去することにより形成することができ、外皮７１の末端及び開口部７５
の位置の寸法安定性を向上することができる。
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【００４３】
　また、結束糸８６として金属線を用いる場合には、レーザー照射により結束糸８６を溶
着することにより、結び目の小さい固定部８６ａ（８６ｂ）とすることができ、固定部８
６ａ（８６ｂ）の径方向の突出量を抑制することができるばかりでなく、結束糸８６をシ
ールド層７２に半田付けする場合に比較して、半田の染み込みによる硬質長の変動を回避
することができる。
【００４４】
　更には、図８に示すように、ケーブル７０の構成を若干変更してシールド層７２の直下
層に金属蒸着フィルム７６を配置したケーブル７０Ａを用い、レーザー装置によってシー
ルド層７２の切断及び溶着を行うようにしても良い。金属蒸着フィルム７６としては、例
えばアルミ箔とポリエステルフィルムを貼り合わせた複合材料を用いることができる。
【００４５】
　この金属蒸着フィルム７６をシールド層７２の下層に配置することで、シールド層７２
の端部をレーザー照射で切断することができ、その切断部の近傍で全周に渡ってシールド
層７２を密に溶接することにより、環状の溶接帯７７を形成することができる。溶接帯７
７は、金属製のＯリングのような機能を発揮し、内視鏡２のオートクレーブ滅菌処理等に
よる湿気の侵入経路を遮断することができる。この場合、開口部７５に、溶接帯７７の一
部を形成、或いは結束糸８６とシールド層７２とを密に溶接して溶接帯７７の一部を形成
することも可能であり、外皮７１のずれをより確実に防止することができる。
【００４６】
　また、本実施の形態においては、回路基板５０に接続されるケーブル７０として、図３
に示す多芯ケーブルを例にとって説明したが、回路基板５０以外の電子回路部品と接続さ
れる他のケーブル（例えば、図９～図１２に示す構成例１～４のケーブル）にも同様の固
定構造を適用することができる。
【００４７】
　図９に示す構成例１のケーブル７０Ａは、ケーブル７０のリード線８０の一部を、単純
線８０Ａとした複合ケーブルである。このケーブル７０Ａにおいても、同様に、外皮７１
の外周上に部分的に設けられたスリット状の開口部７５に結束糸８６を落とし込んで緊縛
することで、ケーブルの屈曲や捩り、煽り等の負荷に対して、外皮７１のケーブル端部か
らのずれを防止することができる。
【００４８】
　図１０に示す構成例２のケーブル９０は、ケーブル７０と同様、外皮９１の下層にシー
ルド層９２を有し、このシールド層９２内に、絶縁体９３で覆われた導体芯線９４を２本
内蔵している。このケーブル９０においても、同様に、外皮９１の外周上にスリット状の
開口部９５が部分的に設けられ、この開口部９５に結束糸８６を落とし込んで緊縛するこ
とで、外皮９１のケーブル端部からのずれを防止することができる。
【００４９】
　図１１に示す構成例３のケーブル１００は、単芯の同軸ケーブルであり、ケーブル７０
と同様、外皮１０１の下層にシールド層１０２を有し、このシールド層１０２内に、絶縁
体１０３で覆われた導体芯線１０４を内蔵している。このケーブル１００においても、同
様に、外皮１０１の外周上にスリット状の開口部１０５が部分的に設けられ、この開口部
１０５に結束糸８６を落とし込んで緊縛することで、外皮１０１のケーブル端部からのず
れを防止することができる。
【００５０】
　更に、図１２に示す構成例４のケーブル１１０は、１本の単純線であり、外皮１１１に
よって導体芯線１１２が被覆されている。このケーブル１１０においても、同様に、外皮
１１１の外周上にスリット状の開口部１１５が部分的に設けられ、この開口部１１５に結
束糸８６を落とし込んで緊縛することで、外皮１１１のケーブル端部からのずれを防止す
ることができる。
【００５１】
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（第２形態）
　次に、本実施の形態の第２形態について説明する。第２形態は、内視鏡２の操作部７に
設けられたスイッチ部２３におけるケーブル端部の固定構造を例示するものである。
【００５２】
　例えば、図１３に示すように、２つのスイッチ２０１を基板２０２に実装したスイッチ
ユニット２００がスイッチ部２３内に配設されている場合、このスイッチユニット２００
に接続されるケーブルの端部が第１形態と同様の固定構造で固定されいる。
【００５３】
　図１４及び図１５に示すように、スイッチユニット２００に接続されるケーブル２５０
は、第１形態のケーブル７０と同様の多芯ケーブルである。すなわち、ケーブル２５０は
、外皮２５１の下層にシールド層２５２を有し、このシールド層２５２下層のシース２５
３により導体芯線２５５を絶縁体２５６で被覆した複数のリード線２５４を保持している
。
【００５４】
　ケーブル２５０から引き出された各リード線２５４は、先端に露出される導体芯線２５
５が各スイッチ２０１の基板２０２背面から突出される端子２０３に半付けや導電性の接
着剤等によって固定され、スイッチ２０１がリード線２５４と電気的に接続されている。
本実施の形態においては、スイッチ２０１は２極スイッチであり、１つのスイッチ２０１
に２本のリード線２５４が接続されている。
【００５５】
　また、ケーブル２５０の外皮２５１には、端部から所定の間隔を空けた位置で外周上の
複数箇所に、所定幅のスリット状の開口部２６０が設けられ、このスリット状の開口部２
６０からシールド層２５２が露出されている。図１４及び図１５においては、開口部２６
０は、外皮２５１の外周上で互いに対向する２箇所の位置に設けられている。
【００５６】
　ケーブル２５０の結束糸８６による緊縛は、第１形態と同様であり、開口部２６０の位
置で結束糸８６が外皮２５１に巻き付けられ、複数回の巻回部分のうち、少なくとも１回
の巻回部分が外皮２５１の外表面から下層のシールド層２５２上に落とし込まれる。そし
て、結束糸８６の結び目となる固定部８６ａが開口部２６０のシールド層２５２上に位置
するように緊縛された後、熱収縮チューブ２７０で被覆され、外皮２５１とシールド層２
５２内の複数のリード線２５４が確実に固定される。
【００５７】
　尚、図１４及び以下に説明する図１６においては、熱収縮チューブ２７０は、図示を省
略している。また、図１４において、ケーブル２５０の末端に露出されるシールド層２５
２に巻き付けられる導体芯線２５７は、グランド用の導体である。
【００５８】
　また、ケーブル２５０は、図１６及び図１７に示すような固定構造とすることもできる
。すなわち、開口部２６０で露出するシールド層２５２に結束糸８６を、半田付け、接着
剤、レーザー照射による溶着等で固定して固定部８６ｂを形成することで、固定部８６ｂ
の径方向の突出量をより小さくし、また、ケーブル端の硬質長をより短縮することができ
る。
【００５９】
　第２形態においても、第１形態と同様、ケーブルの屈曲や捩り、煽り等の負荷に対して
、ケーブル端部からの外皮のずれを防止することができる。しかも、結束糸８６を固定す
る固定部８６ａ（８６ｂ）の径方向の突出量を小さくて太径化を防止し、また、外皮の端
部と固定部との位置を一定としてケーブルの硬質長を安定性を損なうことなく短縮するこ
とが可能となる。
【００６０】
（第３形態）
　次に、本実施の第３形態について説明する。第３形態は、内視鏡２をビデオプロセッサ
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４に接続する電気コネクタにおけるケーブル端部の固定構造を示すものである。
【００６１】
　図１８は、第１形態の電気コネクタ１０ａを、例えば平型コネクタとした場合の例を示
しており、この平型コネクタンのコネクタ基板３００にケーブルが接続されている。コネ
クタ基板３００に接続されるケーブルは、ここでは、第１形態の撮像ユニット３０の回路
基板５０に接続されるケーブル７０と同様の構成として、同一の符号を付してその説明を
省略する。
【００６２】
　コネクタ基板３００は、複数の接点３０１を配列したエッジコネクタ部３００ａと、こ
のエッジコネクタ部３００ａの各接点３０１毎に、所定のプリントパターン（図示せず）
を介して個別に電気的に導通する複数のランド３０２を有する端子部３００ｂとを備えて
構成されている。各ランド３０２には、それぞれ、グランド用のランド３０３が対となっ
て設けられている。
【００６３】
　コネクタ基板３００とケーブル７０との接続においては、ケーブル７０から引き出され
た各リード線８０が各接点３０１毎のランド３０２に、半付けや導電性の接着剤等によっ
て固定されて各接点３０１と各リード線８０とが電気的に接続されている。また、ケーブ
ル７０の末端に露出されるシールド層７２に、ジャンパ線８５の一端が巻き付けられ、半
田付けや導電性の接着剤等によって固定されている。ジャンパ線８５の他端は、グランド
用のランド３０３に半田付け固定されている。
【００６４】
　また、ケーブル７０の外皮７１は、結束糸８６で緊縛されて固定される。結束糸８６は
、開口部７５の位置で外皮７１に巻き付けられ、複数回の巻回部分のうち、少なくとも１
回の巻回部分が外皮７１の外表面から下層のシールド層７２上に落とし込まれる。そして
、結束糸８６の結び目となる固定部８６ａが開口部７５のシールド層７２上に位置するよ
うに緊縛された後、熱収縮チューブ４６で被覆され（図１９参照）、外皮７１とシールド
層７２内の複数のリード線８０が確実に固定される。
【００６５】
　また、図２０及び図２１に示すように、開口部７５で露出するシールド層７２に結束糸
８６を半田付けや導電性の接着剤等で固定して固定部８６ｂを形成し、シールド層７２と
結束糸８６とを電気的に接続した状態で、結束糸８６にジャンパ線８５を接続する固定構
造としても良い。尚、この場合、開口部７５でシールド層７２と電気的に接続した結束糸
８６を延出し、この結束糸８６の先端をランド３０３に電気的に接続するようにしても良
い。
【００６６】
　図２０及び図２１に示す固定構造では、固定部８６ｂの径方向の突出量をより小さくす
ることが可能となり、ジャンパ線８５を接続するシールド層７２を外皮７１の端部から露
出させる必要がなく、ケーブル端の硬質長をより短縮することができる。
【００６７】
　更には、図２２及び図２３に示すように、ケーブル７０の端部を、結束糸８６を介して
コネクタ基板３１０に固定する固定構造としても良い。コネクタ基板３１０は、コネクタ
基板３００と同様の複数の接点３０１を配列したエッジコネクタ部３００ａと、コネクタ
基板３００の端子部３００ｂを基端側に延長した端子部３００ｂ１とを有し、端子部３０
０ｂ１の基端側にケーブル７０の端部が固定される。
【００６８】
　具体的には、コネクタ基板３１０は、端子部３００ｂ１の複数のランド３０２，３０３
の基端側に、グランド用のランド３０４と、基板を貫通する貫通孔３０５とを有している
。ケーブル７０は、開口部７５で露出するシールド層７２がコネクタ基板３１０のランド
３０４の位置となるように配置され、貫通孔３０５を通した結束糸８６でケーブル７０と
コネクタ基板３１０とが緊縛されて半田付けや導電性の接着剤等で固定される。
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【００６９】
　これにより、ケーブル７０のシールド層７２と、コネクタ基板３１０のグランド用のラ
ンド３０４とを電気的に接続した状態でケーブル７０を固定することができる。このコネ
クタ基板３１０を用いたケーブル端部の固定構造では、ケーブル７０をより強固に固定す
ることができ、より効果的に外皮７１のずれを防止することができる。
【００７０】
　第３形態においても、前述の第１，第２形態と同様、ケーブルの屈曲や捩り、煽り等の
負荷に対して、ケーブル端部からの外皮のずれを防止することができる。また、結束糸８
６を固定する固定部８６ａ（８６ｂ）の径方向の突出量を小さくて太径化を防止したり、
ケーブル端部を強固に固定することが可能であり、外皮の端部と固定部の位置を一定とし
てケーブルの硬質長を安定性を損なうことなく短縮することが可能となる。
【００７１】
（第４形態）
　次に、本実施の第４形態について説明する。第４形態は、第３形態に対して、固定部材
としての結束糸８６に替えて爪部を有する板状の係止部材でケーブル端部を固定するもの
である。
【００７２】
　図２４及び図２５に示すように、第４形態におけるコネクタ基板３２０は、コネクタ基
板３００と同様の複数の接点３０１を配列したエッジコネクタ部３００ａと、コネクタ基
板３００の端子部３００ｂを基端側に延長した端子部３００ｂ２とを有している。コネク
タ基板３２０の端子部３００ｂ２の複数のランド３０２，３０３の基端側には、グランド
用のランド３０６が形成されており、このグランド用のランド３０６に当接される板状の
係止部材３５０により、ケーブル７０の端部が固定される。
【００７３】
　係止部材３５０は、金属等の導電性を有する略矩形の板状の部材で形成され、中央部か
ら長手方向に互いに対向するように切り欠き形成された細長の２つの係止片３５１を有し
ている。係止片３５１は、上方に向かって折り曲げられ、先端側がケーブル７０を固定す
るための爪部３５１ａとして形成されている。
【００７４】
　すなわち、係止部材３５０の２つの係止片３５１を上方に折り曲げて起上させた状態で
、２つの係止片３５１の間にケーブル７０を配置する。そして、各係止片３５１をケーブ
ル７０の開口部７５から露出するシールド層７２に接触させ、各係止片３５１がケーブル
７０を押圧するように先端の爪部３５１ａを更に折り曲げる。
【００７５】
　これにより、コネクタ基板３２０とケーブル７０との接続部近傍でケーブル７０の外皮
７１及びシールド層７２に係止片３５１が強固に係止される。また、ケーブル７０の開口
部７５に係止部材３５０の係止片３５１が落ち込むような形状で係止されることから、係
止部材３５０とシールド層７２との電気的な接続が確保される。
【００７６】
　次に、コネクタ基板３２０の基端側のランド３０６に、係止部材３５０の下面側が当接
するように取り付けられ、ケーブル７０のシールド層との電気的な接続を確保した状態で
係止部材３５０がコネクタ基板３２０に固定される。図２４及び図２５においては、係止
部材３５０の両端をネジ３５２及びナット３５３によってコネクタ基板３２０に締結・固
定する例を示しているが、係止部材３５０をコネクタ基板３２０のランド３０６に半田付
けする等して固定するようにしても良い。
【００７７】
　尚、係止部材３５０のコネクタ基板３２０への固定は、ケーブル７０を固定する前に行
っても良い。また、図２４，図２５においては、ケーブル７０は、開口部７５のシールド
層７２が係止片３５１の側部に対向するように配置され、先端の爪部３５１ａが外皮７２
を押圧するように折り曲げられているが、必ずしもこれに限定されることなく、先端の爪
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部３５１ａがシールド層７２を押圧するような配置としても良い。
【００７８】
　第４形態においても、前述の各形態と同様、ケーブルの屈曲や捩り、煽り等の負荷に対
して、ケーブル端部からの外皮のずれを防止することができる。また、第４形態では、ケ
ーブルに糸状の固定部材を巻回することなく、係止部材３５０の係止片３５１を曲げ加工
するのみでケーブル端部を強固に固定することができ、作業性の向上を図ることができる
。
【００７９】
　本出願は、２０１６年６月１７日に日本国に出願された特願２０１６－１２０５４０号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲
、図面に引用されたものである。
【要約】
　ケーブル７０の外皮７１に形成した開口部７５の位置で結束糸８６が巻き付けられ、そ
の巻回部分が外皮７１の外表面から下層のシールド層７２上に落とし込まれる。そして、
結束糸８６の緊縛を固定する固定部８６ａが開口部７５のシールド層７２上に位置するよ
うに緊縛された後、熱収縮チューブ４６で被覆され、外皮７１とシールド層７２によって
覆われるシース７３及び複数のリード線８０が固定され、固定部８６ａの径方向への突出
による太径化を抑制するとともに、結束糸８６のずれによる緊縛機能の低下を防止する。

【図１】 【図２】
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